
　送付先の変更・送付中止を希望さ
れる場合には、本会広報室までお知
らせください。
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　日頃より、東京都予防医学協会の機関紙「よぼう
医学」をご愛読くださりありがとうございます。
　本会では、「よぼう医学」を送付させていただいて
いる皆様について、送付に必要な情報（氏名、住所、
所属、役職など）を送付名簿として保持しております。
　これらの個人情報の収集、保存、利用につきまし
ては、本会の個人情報保護方針に基づき、厳重な管
理の下に運用しております。送付名簿からの削除や
変更を希望される場合には、お手数ですが、右記広
報室までご連絡ください。

個 人 情 報 の 取 扱 い に つ い て 送 付 先 の 変 更 ・
中 止 に つ い て送 付

〈1面〉●　40歳になったら2年に1回
　　　　　行こう！ 乳がん検診

〈2・3面（見開き）〉
　　　●連載　ホルモンからみた思春期のこころと体〈8〉
　　　●新連載　スタッフがお答えします〈1〉
　　　　　人間ドック編
　　　●第6回 日本タバコフリー学会学術大会
　　　●小児健康相談室のご案内
　　　

〈4面〉●第275回ヘルスケア研修会　
　　　　　思わぬところに原因が――歯周病と全身疾患
　　　●新刊紹介『保健、医療、福祉、教育にいかす
　　　　　簡易型認知行動療法実践マニュアル』
　　　●平成29年度東京産婦人科医会
　　　　　がん検診対策担当者会議が開催

今 月 の 主 な 紙 面

各地でピンクリボンキャンペーン

行
こ
う
！ 

乳
が
ん
検
診

歳
に
な
っ
た
ら
２
年
に
１
回

40行
こ
う
！ 

乳
が
ん
検
診

歳
に
な
っ
た
ら
２
年
に
１
回

40

の
森
で
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
in
日
野
市

２
０
１
７
が
開
催
さ
れ
、
専
門
医

に
よ
る
講
演
会
や
乳
が
ん
に
関
す

る
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
と
共
に
、
日

野
市
民
を
対
象
と
し
た
乳
が
ん
検

診
が
行
わ
れ
た
。こ

の
う
ち
本
会

は
、
乳
が
ん
検
診
を

担
当
し
た
。
検
診
を

終
え
た
市
民
か
ら

は
、「
ス
ム
ー
ズ
に

受
診
で
き
た
」「
日

曜
日
で
夫
に
子
ど
も

へ
足
を
運
ん
で
も
ら
お
う
と
、
今

年
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
展

開
さ
れ
た
。

10
月
１
日
、
家
族
連
れ
ら
で

に
ぎ
わ
う
イ
オ
ン
モ
ー
ル
多
摩
平

日
本
人
女
性
の
11
人
に
１
人
が

罹
患
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
乳

が
ん
。
乳
が
ん
に
罹
る
人
は
30
代

か
ら
増
加
し
、
50
代
ま
で
の
働
き

盛
り
の
女
性
に
多
い
。

乳
が
ん
で
亡
く
な
る
人
も
年
々

増
加
し
て
お
り
、
30
〜
64
歳

の
女
性
で
は
が
ん
に
よ
る
死

亡
原
因
の
第
１
位
と
な
っ
て

い
る
。

し
か
し
、
乳
が
ん
は
早
期

に
発
見
し
早
期
に
治
療
す
れ

ば
９
割
以
上
が
治
る
疾
患
で

あ
る
。
そ
の
た
め
定
期
的
な

検
診
と
日
頃
の
自
己
チ
ェ
ッ

ク
が
大
切
と
さ
れ
る
。

現
在
国
は
、
市
区
町
村
な

ど
が
実
施
す
る
対
策
型
の
乳

が
ん
検
診
に
お
い
て
、
40
歳

以
上
の
女
性
に
２
年
に
１
回

の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
を

推
奨
し
て
い
る
。

東
京
都
の
乳
が
ん
死
亡
率

は
、
全
国
と
比
較
し
て
も
高

い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
都

民
の
乳
が
ん
検
診
受
診
率
は

目
標
と
す
る
50
％
に
は
届
か

ず
、
40
％
程
度
と
低
迷
し
て

い
る
。

こ
う
し
た
中
、
一
人
で
も

多
く
の
女
性
に
乳
が
ん
検
診

を
預
け
て
来
ら
れ
た
の
で
助
か
っ

た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

10
月
２
日
に
は
、
文
京
シ
ビ

ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン

in
東
京
・
文
京
区
２
０
１
７
が
開

催
さ
れ
、
区
民
ら
が
訪
れ
た
。

会
場
で
は
、
専
門
医
や
乳
が
ん

経
験
者
に
よ
る
ク
イ
ズ
形
式
の
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
や
啓
発
資
料
の
配

布
、
パ
ネ
ル
展
示
、
血
管
年
齢
測

定
、
肺
年
齢
測
定
な
ど
が
行
わ
れ

た
。本

会
は
、
乳
が
ん
に
関
す
る
パ

ネ
ル
展
示
と
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉

塞
性
肺
疾
患
）
の
リ
ス
ク
を
知
る

た
め
の
肺
年
齢
測
定
な
ど
に
協
力

し
た
。

日
野
市
や
文
京
区
で
啓
発
イ
ベ
ン
ト

本
会
も
検
診
や
体
験
ブ
ー
ス
で
協
力

10
月
の
乳
が
ん
月
間
に
合
わ
せ
て
、
乳
が
ん
の

早
期
発
見
、
早
期
の
診
断
と
治
療
の
大
切
さ
を
伝

え
る
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
全
国
各
地

で
開
か
れ
た
。
こ
の
う
ち
都
内
で
は
、
10
月
１
日

に
日
野
市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
10
月
２
日
に
東

京
都
と
文
京
区
に
よ
る
共
催
イ
ベ
ン
ト
が
そ
れ
ぞ

れ
開
催
さ
れ
、
専
門
医
に
よ
る
講
演
や
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

日野市のショッピングモールで乳がん検診を行った本会のマンモグラフィ検診車

スパイロメトリーを使って肺年齢測定を行う本会の臨床検査技師

日野市立病院乳腺外科部長の森克昭氏による講演（左）。がん研有明病院乳腺外科医長の
片岡明美氏と乳がん経験者でモデルの藤森香衣氏によるトークショー（右）
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わたしたちは、予防医学を通じて
人々の「生涯健康」、「健康寿命の延
伸」をめざし、健康と福祉の向上に
努めることにより、社会に貢献し
てまいります。
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8:30～ 受付後、
検査開始

〈基本項目〉問診、身体測定、血液検査、聴力検査、尿検査、
便検査、胃部X線、心電図、腹部超音波、胸部CT検査など

〈オプション検査〉脳チェック、頸動脈エコー、骨密度、子
宮がん・乳がん検診など

10:30～ 昼食＊ 管理栄養士による「彩食健美膳」を提供

11:00～ 診察・
保健相談

健診結果に基づいた医師の説明
保健師による保健相談

11:30～ 終了 お疲れさまでした！

セ
ッ
ト
コ
ー
ス

健
康
づ
く
り
コ
ー
ス
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保健管理センター 教授鈴木眞理

8

外
来
を
ご
案
内
す
る
な
ど
し

て
、
速
や
か
に
専
門
医
や
専
門

の
医
療
機
関
に
つ
な
げ
ま
す
。

ま
た
、
所
見
に
関
す
る
疑
問

や
ご
質
問
に
関
し
て
は
、
専
門

医
や
保
健
師
に
よ
る
「
予
防
医

学
相
談
室
」
を
開
設
し
、
受
診

者
様
か
ら
の
ご
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

き
な
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
危
機
状

態
で
は
、
血
中
の
糖
質
コ
ル
チ
コ

イ
ド
濃
度
が
通
常
の
何
倍
も
高
く

な
っ
て
体
を
守
っ
て
い
ま
す
。

糖
質
コ
ル
チ
コ
イ
ド
は
、
い
ろ

い
ろ
な
シ
ョ
ッ
ク
状
態
に
対
処
す

る
注
射
薬
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
●
●

自
己
免
疫
反
応
や
結
核
の
感
染

な
ど
に
よ
り
、
副
腎
皮
質
が

ホ
ル
モ
ン
を
十
分
作
れ
な
く

な
る
副
腎
皮
質
機
能
低
下
症

と
い
う
病
気
が
あ
り
ま
す
。

第
35
代
米
国
大
統
領
の
ジ
ョ

ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
は
こ
の

病
気
を
患
っ
て
い
て
、
体
の

不
調
に
悩
ま
さ
れ
、
ホ
ル
モ

ン
治
療
を
受
け
て
い
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

●
●
●

糖
質
コ
ル
チ
コ
イ
ド
は
腫
れ
や

痛
み
な
ど
の
炎
症
と
免
疫
反
応
を

抑
え
る
働
き
を
持
っ
て
い
ま
す
。

合
成
さ
れ
た
糖
質
コ
ル
チ
コ
イ

ド
、
す
な
わ
ち
合
成
ス
テ
ロ
イ
ド

に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
作
用
強
度
が

あ
り
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
で

は
、
適
切
な
強
度
の
薬
剤
を
、
適

切
な
期
間
、
正
し
い
塗
り
方
で
使

用
す
る
こ
と
で
皮
膚
の
炎
症
の
初

期
消
火
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
免
疫
機
能
の
異
常
に
よ

り
起
こ
る
膠
原
病
の
治
療
に
も
使

用
さ
れ
ま
す
。　
　

　
（
つ
づ
く
）

は
、
日
本
人
科
学
者
の
高
峰
譲
吉

で
す
。
米
国
で
は
エ
ピ
ネ
フ
リ
ン

と
い
う
別
名
称
を
使
い
ま
す
が
、

日
本
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
高
峰

ら
の
功
績
を
認
め
て
ア
ド
レ
ナ
リ

ン
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

彼
は
ま
た
、
麹
に
含
ま
れ
る
酵

素
の
分
解
作
用
を
利
用
し
た
消
化

薬
で
あ
る
タ
カ
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
も

作
り
ま
し
た
。●

●
●

一
方
、
副
腎
皮
質
で
は
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
原
料
に
ス
テ
ロ
イ

ド
ホ
ル
モ
ン
が
作
ら
れ
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
糖
質
コ
ル
チ
コ
イ

ド
で
す
。
一
般
的
に
ス
テ
ロ
イ
ド

と
呼
ん
で
い
る
の
は
こ
の
ホ
ル
モ

ン
で
す
。

血
中
の
糖
質
コ
ル
チ
コ
イ
ド
の

濃
度
は
１
日
の
う
ち
で
早
朝
に
高

く
、
夜
間
に
低
く
な
り
ま
す
。
生

命
活
動
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

で
あ
る
糖
質
を
作
る
他
、
血
圧
の

維
持
に
も
働
い
て
い
ま
す
。

生
命
の
維
持
に
必
須
の
ホ
ル
モ

ン
で
あ
る
た
め
、
両
側
副
腎
皮
質

を
摘
出
さ
れ
た
動
物
は
数
日
で
死

に
ま
す
。

高
熱
、
手
術
、
外
傷
な
ど
の
大

な
状
態
に
陥
っ
た
時
、
対
処
す

る
薬
剤
と
し
て
も
使
用
さ
れ
ま

す
。

●
●
●

ソ
バ
な
ど
の
食
べ
物
に
ア
レ

ル
ギ
ー
を
持
つ
人
が
、
過
っ
て

そ
の
原
因
食
品
を
食
べ
て
し
ま

い
、
極
め
て
短
時
間
の
う
ち
に

呼
吸
が
苦
し
く
な
り
、
血
圧
が

下
が
っ
て
シ
ョ
ッ
ク
状
態
に
陥

る
こ
と
を
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ

ー
と
言
い
ま
す
。

心
停
止
ま
で
の
平
均
時
間

は
、
原
因
物
質
が
蜂
毒
の
場
合

は
15
分
程
度
、
食
べ
物
の
場
合

は
30
分
程
度
で
す
。日
本
で
は
、

年
間
50
〜
70
人
が
ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー
に
よ
り
死
亡
し
て
い
ま

す
。エ

ピ
ペ
ン 
は
、
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
に
対
す
る
緊
急
補
助

治
療
に
使
用
さ
れ
る
注
射
の
医

薬
品
で
す
。

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
を
起
こ

す
可
能
性
の
高
い
人
が
常
備
し
て

お
き
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
が
起

こ
っ
た
、
あ
る
い
は
疑
わ
れ
る
場

合
に
、
そ
の
場
で
注
射
す
る
こ
と

で
、
救
急
車
で
医
療
機
関
に
搬
送

さ
れ
る
ま
で
の
救
命
処
置
に
な
り

ま
す
。

こ
の
エ
ピ
ペ
ン 

の
成
分
が
ア

ド
レ
ナ
リ
ン
で
す
。

●
●
●

世
界
で
初
め
て
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

の
抽
出
と
結
晶
化
に
成
功
し
た
の

健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
を
定
期
的
に
受
け
る
こ
と
の

大
切
さ
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
い
ざ
受
診
し
よ
う
と
す
る

と
、
気
に
な
る
点
が
出
て
き
て
二
の
足
を
踏
ん
で
し
ま
う

と
い
う
こ
と
は
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
こ
の
シ

リ
ー
ズ
で
は
、
本
会
に
寄
せ
ら
れ
る
疑
問
や
質
問
に
お
答

え
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
後
押
し
し
て
い

き
ま
す
。
初
回
は
人
間
ド
ッ
ク
編
を
お
届
け
し
ま
す
。

し
て
こ
の
時
、
副
腎
髄
質
か
ら
た

く
さ
ん
分
泌
さ
れ
る
の
が
ア
ド
レ

ナ
リ
ン
で
す
。

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
に
よ
り
、
心
臓

は
高
鳴
り
、
脈
が
速
く
な
り
、
血

圧
が
上
が
り
、
瞳
孔
は
開
き
ま

す
。
血
糖
値
を
上
げ
て
脳
の
覚
醒

を
促
し
ま
す
。
闘
争
・
逃
走
反
応

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
は
、
そ
の
他
、

激
し
い
運
動
を
行
っ
た
時
や
飢
餓

状
態
で
も
多
く
分
泌
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
心
臓
が
停
止
す
る
よ
う

腎
臓
の
上
に
位
置
す
る
三
角
形

の
臓
器
が
副
腎
で
す
。
副
腎
を
ま

ん
じ
ゅ
う
で
例
え
る
と
、
あ
ん

0

0

が

髄
質
で
皮
が
皮
質
に
な
り
ま
す

（
図
）。

髄
質
か
ら
は
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
、

皮
質
か
ら
は
ス
テ
ロ
イ
ド

と
い
う
、
ど
ち
ら
も
危
機

的
状
況
で
活
躍
す
る
ホ
ル

モ
ン
が
出
ま
す
。

●
●
●

ヒ
ト
の
臓
器
は
交
感
神

経
と
副
交
感
神
経
で
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
ま

す
。
心
臓
の
拍
動
は
交
感
神
経
作

用
で
速
く
な
り
、
副
交
感
神
経
作

用
で
遅
く
な
り
ま
す
。

あ
な
た
が
森
で
熊
に
出
会
っ
た

場
面
を
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。

緊
張
や
興
奮
状
態
で
は
交
感
神

経
作
用
が
優
位
に
な
り
ま
す
。
そ

Ｑ
５

人
間
ド
ッ
ク
の
結
果
は
、
い

つ
頃
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
か
？

Ａ
　
人
間
ド
ッ
ク
で
は
受
診

当
日
の
最
後
に
、
そ
の
時
点
ま

で
に
判
明
し
て
い
る
健
診
デ
ー

タ
に
基
づ
き
、
医
師
に
よ
る
診

察
や
保
健
師
に
よ
る
保
健
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
専
門
医
に
よ
る
画

像
診
断
な
ど
を
経
て
、
２
〜
３

週
間
ほ
ど
で
最
終
的
な
結
果
報

告
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
６

健
診
の
結
果
で
精
密
検
査
な

ど
に
な
っ
た
場
合
も
対
応
し
て

も
ら
え
ま
す
か
？

Ａ
　
人
間
ド
ッ
ク
の
結
果
、

さ
ら
に
詳
し
い
検
査
や
受
診
が

必
要
と
な
っ
た
方
に
は
、
本
会

保
健
会
館
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
専
門

は
で
き
ま
す
か
？

Ａ
　
退
職
さ
れ
て
か
ら
も
、

引
き
続
き
本
会
の
人
間
ド
ッ
ク

を
受
診
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

な
お
継
続
し
て
ご
利
用
さ
れ

る
方
に
は
割
引
料
金
を
設
定
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ
３

人
間
ド
ッ
ク
の
オ
プ
シ
ョ
ン

検
査
に
つ
い
て
、
ど
れ
を
追
加

し
た
ら
い
い
か
迷
っ
て
い
ま

す
。
健
診
当
日
で
も
追
加
で
き

ま
す
か
？

Ａ
　
喀
痰
細
胞
診
と
胃
内
視

鏡
以
外
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

は
、
当
日
受
付
で
お
申
し
込
み

い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
ど
ん
な
検
査
を
選
ん

だ
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と

い
う
方
の
た
め
に
、
オ
プ
シ
ョ

ン
コ
ー
ス
を
ご
用
意
し
て
い
ま

す
（
下
図
）。
★
印
以
外
の
コ

ー
ス
は
、
事
前
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

人
間
ド
ッ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
保
健
師
）
が
電
話
で
の
事
前

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
直
通
電
話
》
０
３—

３
２
６

９—

２
１
７
１
（
受
付
日
時　

月
〜
金
／
15
時
〜
16
時
半
）

Ｑ
４

基
本
検
査
項
目
の
胃
部
Ｘ
線

撮
影
を
胃
内
視
鏡
に
変
更
す
る

こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

Ａ
　
事
前
に
お
申
し
出
い
た

だ
け
れ
ば
、
胃
部
Ｘ
線
検
査
か

ら
胃
内
視
鏡
検
査
に
変
更
が
可

能
で
す
。
希
望
さ
れ
る
場
合
は

お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

し
ま
す
。

今
年
度
は
、
野
菜
を
た
っ
ぷ

り
取
り
入
れ
な
が
ら
、
主
菜
に

フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
と
目
鯛
の
西

京
焼
き
の
２
品
を
揃
え
た
、
ヘ

ル
シ
ー
で
食
べ
応
え
の
あ
る
献

立
で
す
。Ｑ

２

会
社
員
時
代
に
職
場
の
健
診

で
協
会
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診

し
て
い
ま
し
た
。
退
職
し
て
個

人
に
な
っ
て
も
受
診
す
る
こ
と

Ｑ
１

人
間
ド
ッ
ク
の
所
要
時
間

と
、
昼
食
の
時
間
と
内
容
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
　
人
間
ド
ッ
ク
当
日
の
流

れ
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

ご
予
約
の
受
付
時
間
（
８
時

半
ま
た
は
９
時
）
か
ら
順
次
検

査
を
開
始
し
、
終
了
時
間
は
13

時
頃
と
ご
予
定
く
だ
さ
い
。

昼
食
は
検
査
終
了
後
の
10
時

半
頃
か
ら
、
管
理
栄
養
士
が
考

案
し
た
お
弁
当
を
ご
提
供
い
た

台
風
18
号
が
列
島
を
縦
断
し
て

い
た
９
月
17
日
、
18
日
に
、
慶
應

義
塾
大
学
の
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
い
て
、
日
本
タ
バ
コ
フ
リ
ー

学
会
の
第
６
回
学
術
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
禁
煙
関
連
の
学
会
は

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
学

会
は
タ
バ
コ
そ
の
も
の
の
廃
絶
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

開
会
に
先
立
っ
て
、
厚
生
労
働

省
健
康
局
健
康
課
長
の
正
林
督
章

氏
か
ら
受
動
喫
煙
防
止
条
例
に
関

す
る
状
況
の
説
明
を
含
め
た
話

や
、
東
京
都
医
師
会
長
の
尾
崎
治

夫
氏
の
禁
煙
に
関
す
る
熱
い
思
い

の
こ
も
っ
た
祝
辞
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。

続
い
て
大
会
長
の
鳥
屋
多
可
三

氏
が
、「
父
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
ラ
イ

ト
の
遺
志
を
受
け
継
い
で
」
と
題

し
て
講
演
さ
れ
、
喉
頭
が
ん
で
声

を
失
い
、
そ
の
後
禁
煙
活
動
に
貢

献
し
た
父
親
の
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
ラ

イ
ト
氏
の
活
動
の
紹
介
や
、
Ｆ
Ｃ

Ｔ
Ｃ
（
た
ば
こ
の
規
制
に
関
す
る

世
界
保
健
機
関
枠
組
条
約
）
の
締

約
国
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の

喫
煙
対
策
が
い
か
に
遅
れ
て
い
る

か
な
ど
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

学
術
大
会
で
は
そ
の
他
、
特
別

講
演
や
海
外
招
請
講
演
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
別
講
演
Ⅰ
で
は
、
禁
煙
席
ネ

ッ
ト
の
宮
本
順
伯
氏
が
「
世
界
の

鉄
道
は
全
面
禁
煙
」
と
題
し
て
、

実
際
に
ご
自
身
の
目
で
確
か
め
ら

れ
た
現
状
か
ら
、「
欧
米
や
ア
ジ

ア
で
喫
煙
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る

列
車
が
走
っ
て
い
る
の
は
日
本
だ

け
で
あ
る
」
と
、
本
邦
の
列
車
内

で
の
禁
煙
の
遅
れ
を
厳
し
く
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

特
別
講
演
Ⅱ
で
は
、
慶
應
義
塾

大
学
病
院
の
小
澤
宏
之
氏
が
「
耳

鼻
科
領
域
の
疾
病
と
タ
バ
コ
」
と

題
し
て
、
頭
頸
部
が
ん
と
喫
煙
と

の
関
連
に
つ
い
て
、
部
位
別
に
詳

し
く
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
海
外
か
ら
の
招
請
講
演

で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ド
ミ
リ

ン
・
Ｃ
・
ヴ
ィ
ラ
レ
イ
ズ
博
士
が

「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
ス
モ
ー
ク
フ
リ

ー
推
進
活
動
」
と
題
し
て
、
ド
ゥ

テ
ル
テ
大
統
領
が
以
前
市
長
を
務

め
て
い
た
ダ
バ
オ
市
で
公
共
空
間

を
完
全
に
禁
煙
に
し
た
実
績
や
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
都
市
や
世
界

遺
産
で
も
ス
モ
ー
ク
フ
リ
ー
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
て
い
る
こ
と

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

韓
国
の
ホ
ン
グ
ワ
ン
・
ス
ー
博

士
は
、「
韓
国
の
タ
バ
コ
規
制
の

到
達
点
と
今
後
の
課
題
」
と
題
し

て
、
韓
国
で
の
禁
煙
運
動
の
実
際

に
つ
い
て
、
タ
バ
コ
の
値
上
げ
、

タ
バ
コ
の
箱
へ
の
写
真
に
よ
る
警

告
表
示
の
採
用
、
公
的
な
禁
煙
治

療
の
普
及
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
の
効
果
を
具
体
的
に
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま

で
に
日
本
を
完
全
禁
煙
に
！—

—

国
際
条
約
Ｆ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
の
批
准
国
と

し
て
も
」
と
題
し
て
、
Ｔ
Ｖ
ド
ラ

マ
の
中
で
の
喫
煙
シ
ー
ン
の
分

析
、
消
費
者
運
動
と
タ
バ
コ
、
タ

バ
コ
関
連
の
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
、

厚
生
労
働
省
の
受
動
喫
煙
防
止
法

案
、
東
京
都
の
受
動
喫
煙
防
止
条

例
案
の
説
明
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。そ

の
中
で
東
京
都
医
師
会
理
事

の
蓮
沼
剛
氏
が
東
京
都
に
提
出
し

た
要
望
書
を
紹
介
す
る
と
、
参
加

者
か
ら
期
待
を
込
め
た
励
ま
し
の

意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、

ブ
レ
ッ
ク
フ
ァ
ス
ト
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
歯
科
及
び
耳
鼻
科
領
域
の
疾

患
と
喫
煙
と
の
関
連
な
ど
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

一
般
演
題
で
は
、
会
員
の
日
常

の
禁
煙
に
関
す
る
活
動
の
紹
介

や
、
喫
煙
に
関
す
る
意
識
調
査
な

ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、「
加
熱
式
タ
バ
コ

に
よ
る
Ｐ
Ｍ
２
・
５　

レ
ベ
ル
は

予
想
以
上
に
高
い
」
と
い
う
報
告

で
は
、
ｉ
Ｑ
Ｏ
Ｓ 

（
ア
イ
コ
ス
）

で
も
乗
用
車
の
車
内
で
使
用
す
る

と
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
レ
ベ
ル
は
環
境

基
準
の
10
倍
近
く
ま
で
上
昇
す
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
、
注
目
を
集
め

て
い
ま
し
た
。

学
術
大
会
の
最
後
に
は
、
日
本

政
府
に
Ｆ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
の
批
准
国
と
し

て
の
責
務
を
早
急
に
果
た
す
こ

と
、
東
京
都
に
対
し
て
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
主

催
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
受
動
喫
煙

防
止
条
例
の
制
定
と
実
施
を
、
東

京
都
医
師
会
と
共
に
要
請
す
る
こ

と
、
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
大
会
宣

言
（
右
）
を
採
択
し
て
閉
会
し
ま

し
た
。

オプションコース

人間ドック当日の流れ

★＝事前のお申し込みは不要です

副腎の位置と断面図

危
機
的
状
況
で
力
を
発
揮

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
と
ス
テ
ロ
イ
ド

副腎

腎臓 アドレナリン

ステロイド

皮質
（まんじゅうの
　　 皮” の部分）

髄質（まんじゅうの　  あん” の部分）

副腎

腎臓 アドレナリン

ステロイド

皮質
（まんじゅうの
　　 皮” の部分）

髄質（まんじゅうの　  あん” の部分）

腎臓病 心臓病 貧 血

担当医
村上睦美
日本医科大学

名誉教授

浅井利夫
東京女子医科大学

名誉教授

前田美穂
日本医科大学教授

外来日 第3木曜日 午前 第１木曜日 午後 第１水曜日 午後

脊柱側弯症 肥満・コレステロール 思春期やせ症

担当医

南 昌平
聖隷佐倉市民病院名誉院長

礒辺啓二郎
元千葉大学教授

岡田知雄
神奈川県工科大学

応用バイオ科学部教授

鈴木眞理
政策研究大学院大学

教授

外来日 第２月曜日 午後
第４水曜日 午後 第３水曜日 午後 第１金曜日 午後

検診で異常を指摘された子どもを対象に、
専門医によるフォローアップを行っています。

前田美穂先生による『貧血電話相談室』
養護教諭・保健師・看護師からの相談をお受けします（無料）

開催日：第1水曜日 14時半～15時半

思春期は、身長・体重の増加に伴って最も鉄が必要とされ
る時期です。特に女子では月経や過度のダイエットにより
鉄欠乏が起こりやすくなります。しかし、血色素の値がか
なり低くなるまで自覚症状を訴えない子どもも多く、まして
や中学生・高校生は、よほど身体の調子が悪くならないと
医療機関を受診することはありません。
いつも顔色が悪い、気力がない、めまいなどを訴える子ど
もたちを抱え、どうしたらよいかと悩んでいる先生方、お気
軽にお電話でご相談ください。

学校検診で異常を指摘されたけれど、近くに専門医がいない。

医療機関の選択に困っている。

軽微な異常で治療は必要ないけれど、定期的な経過観察は必要。

「小児健康相談室」では、そうした子どもたちを対象として、

専門医による経過観察、生活指導を行っています。

小 児 健 康 相 談 室 の ご 案 内

問い合わせ・申し込み　公益財団法人 東京都予防医学協会　学校保健部　電話 03-3269-1131　東京都新宿区市谷砂土原町1-2

http://www.yobouigaku-tokyo.or.jp/child/shoni_counseling.html

 

 
 

　日本では受動喫煙に関連する疾患
で年間１万5000人以上が亡くなって
いるとされ、タバコ対策の強化が急が
れている。こうした中、第６回日本タバ
コフリー学会学術大会が、先頃東京
都内で開かれた（写真上）。その概要
を、タバコフリー学会の副代表理事で
もある本会保健会館クリニックの金
子昌弘所長が報告する。

日本タバコフリー学会学術大会第6回大会宣言（抜粋）

1.我々は日本政府に対し、韓国に倣い FCTC批准国の義務とし
て、2020年の東京五輪・パラリンピック迄に、以下の取組み
の実施を要請する。

a）FCTCの広報・啓発の強化　
b）公共施設の屋内完全禁煙を定めた法律の制定・施行
（喫煙室や例外を認めず、違反には罰則〈過料〉）　

c）加熱式タバコや電子タバコも同様規制　
d） パッケージへの写真警告表示導入
e）更なるタバコ増税を行なうこと

2.我々は、東京都に対し、2020年の五輪・パラリンピックを開
催する都市に相応しく、国の受動喫煙防止の法規制を上回る受
動喫煙防止条例の制定と実施を東京都医師会と共に要請する。

よ
く
あ
る
質
問
に

ス
タ
ッ
フ
が

お
答
え
し
ま
す

よ
く
あ
る
質
問
に

ス
タ
ッ
フ
が

お
答
え
し
ま
す

人
間
ド
ッ
ク 

編

1

検査や診断には費用がかかります（保険診療）。
本会で学校検診を受けた方は、検査・健診時のデータを用いて診療や相談が可能です。

受付時間
月～金

9時〜17時

＊受診状況によって、昼食が診察後になる場合もあります

携帯電話
からは

お問い合せ  03-3269-1141

東京　予防医学 　クリック検索
http://www.yobouigaku-tokyo.or.jp 

0120-128-177ご予約
電　話

体力の低下を感じている方や、現
在の体力の状態を知りたい方へ

血圧やコレステロール、血糖値が
高い方、動脈硬化が気になる方へ

内臓脂肪が気になる方、標準体
重を上回っている方へ

女性特有のがんや骨粗鬆症が
気になる女性の方へ

骨粗鬆症が心配な方、腰痛・関
節痛がある方へ

胃がんを心配される方、過去に異
常を指摘されたことがある方へ

体力アップ
コース

血管コース

スマートライフ
コース

レディース
コース

骨コツアップ
コース

上部消化器
コース

03-3269-2190

★ ★

®
®

®

タバコの廃絶を目指し、
講演やシンポジウム
タバコの廃絶を目指し、
講演やシンポジウム

第６回 日本タバコフリー学会学術大会第６回 日本タバコフリー学会学術大会

金子昌弘
本会保健会館
クリニック所長



８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）

目
指
し

早
期
か
ら
の
取
り
組
み
を

第
２
５
１
回 

学
校
保
健
セ
ミ
ナ
ー

光
と
健
康
に
つ
い
て

11
月
30
日（
木
）
14
時
半
～
16
時
半

東
京
・
新
宿
区

「
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
」

第
２
７
６
回 

ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修
会

糖
尿
病
に
お
け
る

運
動
療
法
の
実
際

11
月
29
日（
水
）
14
～
16
時

東
京
・
千
代
田
区「
星
陵
会
館
」

第
２
５
２
回 

学
校
保
健
セ
ミ
ナ
ー

事
例
か
ら
学
ぶ　

学
校
で
の
集
団
感
染

の
予
防
と
対
策

12
月
14
日（
木
）
15
時
～
17
時

東
京
・
新
宿
区

「
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
」

524 2017 29 11 15 4

川
戸
貴
行
氏
は
ま
ず
、
日
本
人

の
う
蝕

0

0

（
虫
歯
）
と
歯
周
病
の
現

状
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
症
と

進
行
の
プ
ロ
セ
ス
を
説
明
し
た
。

そ
し
て
、
歯
質
の
成
熟
し
て
い
な

い
生
え
た
て
の
歯
ほ
ど
う
蝕
の
リ

ス
ク
が
高
く
、
そ
の
た
め
学
齢
期

に
う
蝕
が
急
増
す
る
こ
と
や
、
最

近
は
高
齢
者
の
う
蝕
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
な
ど
を
解
説
し
た
。

ま
た
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
歯
周
病
の
関
連
性
に
つ

い
て
語
り
、
特
定
健
康
診
査
の
質

問
項
目
に
、
新
た
に
咀そ

嚼し
ゃ
くに

関
す

る
質
問
事
項
が
追
加
さ
れ
る
予
定

だ
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
川
戸
氏
は
咀
嚼
に
関

す
る
米
国
の
研
究
を
紹
介
。
歯
の

保
有
本
数
の
多
寡
は
、
カ
ロ
リ
ー

摂
取
量
に
は
影
響
し
な
い
が
食
事

内
容
に
影
響
し
、
保
有
本
数
が
少

な
い
人
ほ
ど
タ
ン
パ
ク
質
や
食
物

繊
維
の
摂
取
量
が
少
な
い
一
方
で

炭
水
化
物
が
多
く
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
が
悪
い
こ
と
を
示
し
た
。

さ
ら
に
、
自
身
の
研
究
を
含
め

国
内
で
行
わ
れ
た
疫
学
研
究
を
紹

介
し
、「
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
脂

質
異
常
症
は
、
歯
周
病
と
関
連
性

が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
」

と
語
っ
た
。

そ
の
上
で
、「
健
康
寿
命
の
延

伸
の
た
め
に
も
、
８ハ

チ

０マ
ル

２ニ
イ

０マ
ル

運
動

が
目
指
す
、
生
涯
20
本
以
上
の
健

康
な
歯
を
保
有
し
続
け
る
こ
と
が

目
標
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
リ

ス
ク
因
子
を
少
し
で
も
減
ら
す
こ

と
が
大
切
だ
。
喫
煙
は
歯
周
病
の

明
ら
か
な
リ
ス
ク
因
子
で
あ
り
、

な
く
す
こ
と
が
可
能
な
リ
ス
ク
で

あ
る
」
と
強
調
し
た
。

さ
ら
に
う
蝕
の
予
防
に
は
、
今

年
日
本
で
も
医
薬
部
外
品
に
承
認

さ
れ
た
１
５
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
を
上
限

と
す
る
高
濃
度
フ
ッ
化
物
を
配
合

東
京
産
婦
人
科
医
会
で
は
、
子

宮
が
ん
検
診
と
乳
が
ん
検
診
を
適

正
か
つ
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、

最
新
の
知
見
や
情
報
の
共
有
化
、

し
た
薬
用
歯
み
が
き
類
や
、
キ
シ

リ
ト
ー
ル
ガ
ム
が
有
効
で
あ
る
こ

と
を
示
し
た
。

最
後
に
川
戸
氏
は「
歯
の
喪
失
、

歯
周
病
の
全
身
疾
患
へ
の
影
響
は

明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
セ
ル

フ
ケ
ア
と
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

ケ
ア
の
両
輪
で
、
予
防
に
努
め
て

も
ら
い
た
い
。
取
り
組
み
は
い
つ

始
め
て
も
効
果
が
あ
る
が
、
ス
タ

ー
ト
は
早
い
ほ
ど
い
い
。
歯
周
病

の
治
療
は
全
身
疾
患
の
特
効
薬
に

な
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
な
く

と
も
１
次
予
防
と
し
て
は
意
味
が

あ
る
だ
ろ
う
。
ぜ
ひ
早
い
時
点
か

ら
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

意
見
交
換
な
ど
を
目
的
と
し
た

「
が
ん
検
診
対
策
担
当
者
会
議
」

を
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

今
年
度
の
担
当
者
会
議
が
９
月

30
日
に
本
会
で
開
催
さ
れ
、
医
会

の
担
当
者
ら
約
50
人
が
参
加
し
た

（
写
真
）。

会
議
で
は
「
乳

が
ん
検
診
の
新
し

い
流
れ̶̶

特
に

超
音
波
診
断
に
つ

い
て
」
と
題
し
、

日
本
大
学
医
学
部

乳
腺
内
分
泌
外
科
分
野
部
長
の
櫻

井
健
一
氏
が
講
演
し
た
。

櫻
井
氏
は
、
日
本
に
お
け
る
乳

が
ん
の
現
状
や
検
診
の
実
施
状

況
、
日
本
乳
癌
検
診
学
会
な
ど
関

連
３
団
体
に
よ
っ
て
今
年
３
月
に

示
さ
れ
た
「
乳
が
ん
検
診
に
お
け

る
『
高
濃
度
乳
房
』

問
題
の
対
応
に
関
す

る
提
言
」
の
概
要
な

ど
を
紹
介
し
な
が

ら
、
乳
房
超
音
波
検

査
の
現
状
と
課
題
、

将
来
展
望
な
ど
に
つ

い
て
解
説
し
た
。

こ
の
他
会
議
で

は
、
各
地
区
の
子
宮

が
ん
検
診
と
乳
が
ん

検
診
の
実
施
状
況
調

査
の
結
果
が
報
告
さ

れ
、
よ
り
安
全
で
精

度
の
高
い
が
ん
検
診

の
実
施
を
目
指
し
、

熱
心
な
討
議
が
行
わ

れ
た
。

順
天
堂
大
学
代
謝
内
分
泌
学
・
ス

ポ
ー
ト
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
准
教
授

の
田
村
好
史
氏
が
講
演
す
る
。

司
会
は
、
藤
沢
市
保
健
医
療
セ

ン
タ
ー
医
師
の
小
堀
悦
孝
氏
。

参
加
費
２
０
０
０
円
。
定
員
３

０
０
人
（
当
日
先
着
順
）。

　

第
２
５
１
回
学
校
保
健
セ
ミ

ナ
ー
が
11
月
30
日
に
開
か
れ
る
。

「
光
と
健
康
に
つ
い
て̶

̶

バ
イ

オ
レ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
よ
る
近
視
予

防
の
可
能
性
」
を
テ
ー
マ
に
、
慶

應
義
塾
大
学
医
学
部
教
授
の
坪
田

一
男
氏
が
講
演
す
る
。

第
２
５
２
回
学
校
保
健
セ
ミ
ナ

ー
が
12
月
14
日
に
開
か
れ
る
。

「
事
例
か
ら
学
ぶ̶

̶

学
校
で
の

集
団
感
染
の
予
防
と
対
策
」
を
テ

ー
マ
に
、
国
立
国
際
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
感
染
症
対
策
専
門
職
の
堀

成
美
氏
が
講
演
す
る
。

●　

●　

●

学
校
保
健
セ
ミ
ナ
ー
は
、
い
ず

れ
も
入
場
無
料
。
定
員
２
０
０
人

（
当
日
先
着
順
）。

問
い
合
わ
せ
は
、
本
会
学
校
保

健
部
（
電
話
０
３̶

３
２
６
９̶

１
１
３
１
）
ま
で
。

第
２
７
６
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修

会
が
11
月
29
日
に
開
か
れ
る
。

「
糖
尿
病
に
お
け
る
運
動
療
法
の

実
際
―
―
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化

予
防
の
進
め
方
」
を
テ
ー
マ
に
、

度
々
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上

げ
ら
れ
、
広
く
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
歯
周
病
と
さ
ま

ざ
ま
な
病
気
と
の
関
連
性
。

「
健
康
日
本
21
」
で
は
健
康

増
進
の
た
め
の
基
本
項
目
に

歯
・
口
腔
の
健
康
が
あ
げ

ら
れ
て
お
り
、
健
康
長
寿
に

歯
の
健
康
が
欠
か
せ
な
い
こ

と
は
、
今
や
常
識
と
な
っ
て

い
る
。
９
月
27
日
に
開
催
さ

れ
た
第
２
７
５
回
ヘ
ル
ス
ケ

ア
研
修
会
（
主
催
・
健
康
管

理
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
セ
ン
タ

ー
、
本
会
）
で
は
、「
思
わ

ぬ
と
こ
ろ
に
原
因
が̶

̶

歯

周
病
と
全
身
疾
患
」
と
題
し

て
、
日
本
大
学
歯
学
部
衛
生

学
講
座
教
授
の
川
戸
貴
行
氏

（
写
真
）
が
講
演
し
た
。

新
刊
紹
介

B
O
O
K
S

実
証
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
日

常
的
な
ス
ト
レ
ス
対
処
法
を
上
手

に
使
え
る
よ
う
に
手
助
け
す
る
問

題
解
決
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て

も
広
く
使
わ
れ
、
優
れ
た
成
果
を

あ
げ
て
い
る
。

本
書
は
ま
ず
、
認
知
行
動
療
法

的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
活
用
す
る
た
め

の
基
本
形
を
紹
介
。
次
い
で
、
職

域
を
中
心
に
１
次
予
防
か
ら
復
職

ま
で
の
簡
易
型
認
知
行
動
療
法
を

活
用
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
紹
介

し
、
職
域
、
地
域
、
医
療
、
教
育

く
、
健
康
教
育
、
保
健
指
導
の

便
利
な
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て

も
活
用
が
可
能
で
あ
る
。

な
お
、
本
書
は
、
ウ
ェ
ブ
に

開
設
し
た
本
書
専
用
の
情
報
コ

ー
ナ
ー
と
連
携
し
て
お
り
、
書

籍
単
体
で
は
伝

え
き
れ
な
い
情

報
の
提
供
が
行

わ
れ
て
い
る
。

ぜ
ひ
ご
一
読

を
お
す
す
め
す

る
。

東
京
工
科
大
学
産
業
保
健
実
践

研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授　

飯
島
美
世
子

（
き
ず
な
出
版
、
Ａ
５
判
、
１

８
０
０
円
＋
税
）

の
関
わ
り
を
極
力
抑
え
て
行
わ
れ

る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
言
う
。

定
型
的
認
知
行
動
療
法
は
、
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
た
時
の
認
知
や
行

動
に
働
き
か
け
て
問
題
解
決
能
力

を
高
め
る
目
的
で
開
発
さ
れ
た
精

神
療
法
（
心
理

療
法
）で
あ
る
。

う
つ
病
や
不

安
障
害
等
の
精

神
疾
患
の
治
療

法
と
し
て
用
い

ら
れ
、
効
果
が

簡
易
型
認
知
行
動
療
法
と

は
、
定
型
的
認

知
行
動
療
法

を
基
礎
に
し
、

教
育
資
材
や

Ｉ
Ｔ
の
利
用
、

集
団
を
活
用

し
て
専
門
家

の
各
領
域
で
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
解
説
し
て
い
る
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
や
基
本
的
な
面
接
ス
キ
ル

に
つ
い
て
も
解
説
が
あ
り
、
さ
ら

に
職
場
で
実
践
さ
れ
て
い
る
食
事

指
導
や
運
動
指
導
等
の
健
康
教
育

の
事
例
を
取
り
上
げ
、
認
知
行
動

療
法
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
織
り
込
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
解
説
さ
れ
て
い

る
。メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
や
高

ス
ト
レ
ス
者
と
の
面
談
だ
け
で
な

保
健
、医
療
、福
祉
、教
育
に
い
か
す
　

簡
易
型
認
知
行
動
療
法
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル

〈著〉

大 野 　 裕
田 中 克 俊

思わぬところに原因が

第275回ヘルスケア研修会

思わぬところに原因が

歯周病と全身疾患歯周病と全身疾患
第275回ヘルスケア研修会

平
成
　年
度 

東
京
産
婦
人
科
医
会

が
ん
検
診
対
策
担
当
者
会
議
が
開
催

29

平
成
　年
度 

東
京
産
婦
人
科
医
会

が
ん
検
診
対
策
担
当
者
会
議
が
開
催
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古紙パルプ70％の再生紙を使用しています。


